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本論文はパルス間隔・幅変調方式に関する研究の成果をまとめたものである。本論文は 7 章から構成
されている口
第 1 章は序論であり，本論文の占める位置を概観すると共に，従来行なわれてきたこの種の研究の概
要等を記述することにより，本研究の意義を明らかにしている。
第 2 章では，パルス間隔・幅変調 (PIWM) 波の電力スペク卜ノレを周期的PIWM波の場合について求
め， この電力スベクトノレを検討することにより狭帯域伝送iζ有望とみられる 1 次PIWM波を定義し，同
波の理論式を求めている。
第 3 章では，変調過程において標本化に用いるのこぎり波の傾きと変調信号 1 周期当りの標本化個数
との関係について解析を行うことにより新しい表現形式の l 次PIWM波の理論式を導出している。また，
高次のPIWM波を定義することにより， 1 次PIWM波が存在できる変調パラメータの範囲を明らかにして
いる口
第 4 章では， 1 次ノカレス間隔・幅変調波を用いた狭帯域通信システムの信号対雑音比(SN比)を等価
雑音ノわレスによる雑音解析法により求め，変調パラメ タと SN 比の関係を明らかにしている。
第 5 章では，パルス間隔・幅変調方式ののこぎり波復調特性に対する解析方法を提案し，再生のこぎ
り波のベースパンド成分を表す近似式を求めている口これにより，変調度等の変調パラメータと変調復
調によるひずみとの関係を明らかにしている。また，の乙ぎり波のリセット時間が復調特性 i乙及ぼす影
響を明らかにしている。
第 6 章では，パルス間隔・幅変調方式の応用として，画像 l チャネルの標本値で、パノレス幅を，また他
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の画像 l チャネルの標本値でパルス間隔を変調し伝送する画像 2 チャネノレ多重伝送システムを提案し，
家験によりその有用性を確認している。
第 7 章は結論であり，各章で得られた研究の成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，パルス間隔・幅変調方式に関する理論的，実験的研究の成果をまとめたものである。その
主要な成果を要約すると次のようである。
(1) パルス間隔・幅変調波の電力スペクトルについて理論的解析を行い l 次パルス間隔・幅変調波な
らび1こ高次パルス間隔・幅変調波の電力スベクトル，帯域幅等を求めている。また l 次ノマ jレス間隔
.幅変調波を高次変調波と分離するための変調パラメータの範囲を明らかにしている。
(2) 1 次パノレス間隔・幅変調波を用いた狭帯域通信方法を提案し，同方式の信号対雑音比，ひずみ特性
について詳細な解析を行い，変調パラメータが復調特性に及ぼす影響を明らかにしている。
(3) パルス間隔・幅変調方式の応用として同方式による画像 2 チャネル多重伝送システムを提案し，実
験によりその有用性を確認している。
以上のように，本論文は，パルス間隔・幅変調方式の性質を解明するとともに，この変調方式を用い
た狭帯域伝送可能な新しい通信方式を提案し，理論ならびに実験によってこの方式の有用性を示したも
のであって，通信方式に関して新しい知見を加えており，通信工学に貢献するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める c
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